
 

 
 
●目かくしをしたおちょぼ口 

－チョウチョウウオの仲間－ 

 さすがに 11 月ともなると涼しい日がず

いぶん多くなりました。海の温度も 25℃
を切り、夏のようなあたたかさはすっか

りなくなって、なんとなく魚たちの動き

もおとなしくなったような印象を受けま

す。それでも、サンゴのまわりではたく

さんの魚が泳ぎ回っています。デバスズ

メダイやフタスジリュウキュウスズメダ

イはなにかに驚いてサンゴの枝に逃げこ

んでは、また泳ぎ出てくるのをくり返し

ていますし、テングカワハギのペアが連

れだってサンゴからサンゴに泳ぎ渡って

いきます。時折やってくるのがトゲチョ

ウチョウウオやミスジチョウチョウウオ

などのチョウチョウウオの仲間です。美

しい色のこの仲間は、さんご礁を代表す

る魚の一つでしょう。今回は、このチョ

ウチョウウオの仲間の話をします。 
 今研究所にあるリストでは、慶良間で

見られたチョウチョウウオ類は 27 種です。

日本には 50 種くらいいるそうですから、

そのだいたい半分という事になります。

けれども、研究所のリストはずいぶん前

のものですし、調査も限られた時間でお

こなわれたものなので、実際にはもっと

たくさんの種がすんでいるだろうと思い

ます。 
 ひと口にチョウチョウウオといっても、

その暮らしぶりはさまざまで、1 匹で泳い

でいるものもいれば、ペアで行動するも

のもいますし、数匹の群れで暮らしてい

るものもいます。また、その体の模様も、

茶色いものや黄色いもの、白いものもい

ますし、縦じまのものや横じまのものな

ど実にさまざまで大変美しいのですが、

もっとも特徴的なのは、その目のまわり

の模様でしょう。冒頭の写真のチョウチ

ョウウオに代表されるように、目に黒い

帯がかかっているのです。この模様は、

この仲間のほとんどの種に共通していま

すから、きっと何か意味があるのだと思

いますが、いったい何なのでしょう。ま

るで目かくしをしているかのような模様

ですが、どうやらその役割も、“目かく

し”のようです。といっても、チョウチ

ョウウオが目かくしされて見えなくなっ

ているわけではなくて、目がどこにある

のか他の動物にわからないようにかくさ
．．．

れている
．．．．

のです。自然の中で暮らす動物

にとって、目は大変重要なもので、弱点
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でもあります。ですから、そこを攻撃さ

れないようにどこに目があるのかわから

ないようにしていると考えられています。

そして、トゲチョウチョウウオなど（写

真 1）では、さらに背びれなどに黒点の模

様をいれて、‘こっちが目だ’とだまそ

うとしていると言わ

れています。チョウ

チョウウオの模様は、

ただきれいなだけで

はないのです。 
 さて、さきほどトゲチョウチョウウオ

などが、ときどきサンゴをおとずれると

書いたのですが、いったい何をしにやっ

てくるのでしょうか。実はチョウチョウ

ウオの仲間は、サンゴを食べるためにや

ってくるのです。と言っても、全部のチ

ョウチョウウオの仲間がサンゴを食べる

わけではありません。サンゴを食べない

種もいますし、サンゴだけではなく他の

ものもエサにしている種もいます。ただ

し、いくつかの種は主にサンゴを食べて

暮らしています。代表的なものはミスジ

チョウチョウウオとヤリカタギでしょう。

これらはサンゴを主食にしています。食

べるときには、そのとがったおちょぼ口

を上手に使ってサンゴの柔らかい部分だ

けを食べます。そして、この 2 種のチョ

ウチョウウオはちょっとずうずうしくて、

サンゴを食べるくせに眠るときはサンゴ

に守ってもらっています。ミスジチョウ

チョウウオは枝状ミドリイシのすき間に

（写真 2）、ヤリカタギはテーブル状ミド

リイシの下で寝ているのを良く見かける

のです。けれど、違う言いかたをすれば、

それだけサンゴと密

接にかかわって暮ら

しているということ

でしょう。 
 チョウチョウウオ

の仲間は行動範囲が広く、種によっては

大きななわばりがあるとも言われていま

す。サンゴとかかわりが深く、広い生息

環境が必要なチョウチョウウオの仲間が

たくさんすんでいるという事は、それだ

けサンゴが豊かに生息していることを意

味しているでしょう。そう考えると、慶

良間の海は、美しいチョウチョウウオが

たくさん泳ぐ場所であってほしいと思い

ます。 
 
● 阿嘉島の海より 
 11 月 10 日、阿嘉島の釣り大会が開催

されました。これは阿嘉青年会が毎年主

催する恒例行事で、今年は天候にも恵ま

れ、8 隻の船で 33 名が釣果を競いました。 
 この釣り大会は、みんなで釣りを楽し

むという目的のほかに、島のお年寄りに

新鮮な魚を食べてもらおうという目的が

あり、みんなで釣った魚の一部はその日

のうちに島内のお年寄りの家に配られま

す。そして夜には釣った魚が料理され、

各賞の発表を兼ねた懇親会が行われまし

た。 

 

 

 


